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潮目第320号感

毎月10日・25日
福岡県遠賀郡

水　巻　町　発　行

元気を出して、それっ「ファイト．′′」

第　2　回少女バレーボール大会

秋も深まり空気も冷たくなった11月3日文

化の日に、水巻町青少年体育センターでは町
内小学生の、第2回少女バレーボール大会が

開かれました。
少年、少女の健全な育成を目的としてつく

られたスポーツ少年団の一つの行事として行

なわれているもので、この日は各地区から16
チーム192人の選手が集まり、ファイト、フ

ァイトのかけ声が体育センターいっぱいにこ
だましていました。

Ａ・Ｂ・Ｃの3つのパートに分けて行なわ

れましたが、各パ←トとも好試合を展開しス

ボーッに、よる心身の成長がはっきりうかがえ

ました。試合結果は次のとおりです。
Ａパート（6年生）
優勝　　下二Ａチーム

準優勝　頃末Ａチーム
Ｂパート（5年生）
優勝　　下二Ｂチーム

準優勝　頃末Ａチーム
Ｃパート（4年生）

優勝　　頃末Ｄチーム
準優勝　猪熊Ｃチーム

（出場16チーム）

町の人口

（49年9月禾現在）

人　口　23，953

男11，636

女12，317

世帯数　7，053
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固定資産評価審査委員を15年以上され、永年勤続功労の表
彰を受ける森田孝雄氏。

閃
水
巻
町
教
育

委
員
会
表
彰
】

◇
永
年
勤
続
功
労
者

大
石
　
敏
夫

国
崎
　
信
子

寿
崎
登
美
子

◇
社
会
教
育
功
労
者

田
中
　
秀
雄

藤
崎
　
忠
喜

佐
藤
　
高
昭

◇
学
校
教
育
協
力
者

副
用
　
久
雄

入
江
　
仁
壮

橋
上
　
初
瀬

吉
田
チ
エ
子

井
上
　
　
毅

楠
田
　
保
人

桂
　
　
郁
人

猪
熊
小
学
校

伊
左
座
小
学
校

水
巻
南
中
学
校

富
田
ノ
一

吉
田
ノ
二

鯉
口
区

吉
田
ノ
二

北
九
州
市
八
幡
東

区福
岡
市
中
央
区

下
二

古
賀

吉
田
ノ
三

頃
末

菊
地
慎
一
郎
　
猪
熊

久
保
　
　
猛
　
吉
田
団
地

三
浦
　
虎
雄
　
吉
田
ノ
三

山
本
　
正
志
　
頃
末

．
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．
1
．
．
．
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．
．
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－
．
．
．
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．
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．
－
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．
．
．
．
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Ｈ
－
．
こ
．
．
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．
こ
．
．
．
－
－
．

（
生
花
展
）
　
町
内
華
道
団
体
に
よ
る

粋
を
集
め
た
生
花
を
展
示

（
盆
栽
展
）
　
水
巻
園
芸
同
好
会
愛
好

者
に
よ
る
作
品
を
展
示

（
菊
花
展
）
　
下
二
老
人
ク
ラ
ブ
が
作

っ
た
見
事
な
菊
を
展
示

（
水
石
展
）
　
水
巻
愛
石
会
が
原
石
及

び
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
石
を
展
示

（
水
墨
画
展
）
　
翠
陽
会
を
中
心
に
町

内
同
好
会
に
よ
る
作
品
を
展
示

（
書
〕
　
町
内
愛
好
者
の
作
品
を
展
示

競
書
大
会
（
特
選
）

宮
野
　
盛
美
　
伊
左
座

菊
の
香
り
が
た
だ
よ
う
秋
空
の
も
と
、
恒
例
の
文
化
の
祭
典
が
十
一
月
三
日
の

．
ト
ｌ
ｂ

文
化
の
日
を
中
心
に
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
生
花
・
盆
栽
・
菊
花
・
水

石
・
水
墨
画
・
車
の
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
、
町
内
の
各
同
好
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
っ
て
出
品
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
作
品
も
力
作
ば
か

り
で
、
そ
の
出
来
ば
え
の
見
事
さ
は
参
観
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

三
日
の
文
化
の
日
に
は
、
町
行
政
に
対
す
る
功
労
者
・
善
行
者
・
協
力
者
四
十

三
名
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

同
水
巻
町
社
会
福
祉

協
議
会
表
彰
凶

◇
社
会
福
祉
特
別
功
労
者

三
吉
フ
ミ
子
　
吉
田
ノ
三

小
手
川
良
徳
　
樋
口

【
水
巻
町
表
彰
】

（
敬
称
略
）

◇
菩
行
者

越
智
　
玉
久

千
々
和
正
文

山
崎
　
広
介

美
浦
マ
ス
ミ

◇
永
年
勤
続
功
労
者

森
田
　
孝
雄

頃
末

二頃
未

古
賀

頃
末

松平小岡細増花円
尾　　田村美永田田

誠和光和英竜噸鉄
治子江昭明之子1虫

第
三
分
団

町
職
員

町
職
員

町
職
員

町
職
員

町
職
員

町
職
員

町
職
員

（
′

◇
優
良
更
正
世
帯

榔
木
　
　
明

◇
社
会
福
祉
協
助
者

谷
川
三
代
次

近
藤
　
　
修

山
崎
み
や
子

吉
田
チ
エ
子

本
多
臆
太
郎

新
川
　
勝
己

高
野
キ
サ
エ

鶴
村
　
ナ
ミ

栗
木
キ
ヨ
ノ

吉
田
ノ
三

吉
田
ノ
三

頃
末

．
．

下
二

東
京
都

梅
ノ
木
区

吉
田
ノ
一

猪
熊

吉
田
団
地

中学三年の部　　　中学二年の部
上村　清美さん　　朝倉　秀美さん
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ふるさと「ふくおか」

づく　りを目指して

第

一

回

福

岡

県

農

県
で
は
十
一
月
三

十
日
か
ら
十
二
月
一

日
ま
で
、
県
農
協
会

館
を
は
じ
め
四
つ
の

会
場
で
、
都
市
と
農

村
を
一
つ
に
結
ぶ

「
第
一
回
福
岡
県
農

業
ま
つ
り
」
を
開
き

ま
す
。農

地
の
宅
地
化
が

す
す
み
最
近
農
業
は

き
び
し
い
環
境
に
お

か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
将
来
に
は
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
後
さ
ら
に
農
業
経
営
及
び

技
術
の
向
上
を
目
ざ
し
、
座
業
が
飛
躍

的
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
さ
ら
に

は
都
市
生
活
者
を
含
め
た
全
県
民
が
相

互
理
解
の
上
に
た
っ
て
、
農
業
を
見
直

し
豊
か
な
農
村
を
築
き
、
み
ん
な
の

「
ふ
る
さ
と
福
岡
」
を
保
全
す
る
た
め

県
民
総
参
加
の
祭
典
と
し
て
盛
大
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

業

　

ま

　

つ

　

り

住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
期
日1

1

月

3

0

日

～

1

2

月

1

日

◇
会
場

㊥
福
岡
会
場

・
福
岡
県
農
協
会
館
（
福
岡
市
中

央
区
天
神
4
丁
目
）

・
福
岡
農
協
会
館

・
須
崎
公
園

㊥
北
九
州
会
場

・
北
九
州
総
合
展
示
場
（
北
九
州

市
小
倉
北
区
大
手
町

◇
行
事・

農
畜
産
物
品
評
会

・
農
業
機
械
展
示
実
演
会

・
農
畜
産
物
展
示
即
売
会

・
農
畜
産
試
飲
試
食
会

・
ま
つ
り
の
広
場

［
日
日
税
　
を
　
知

1

1

月

1

1

日

～

1

7

日

国
税
庁
で
は
、
十
一
月
十
一
日
か

ら
十
七
日
ま
で
を
、
み
ん
な
で
「
税

を
知
る
週
間
と
し
て
、
国
税
庁
、
国

の一部変更

町
で
は
、
炭
礪
跡
地

の
土
地
利
用
を
円
滑
に

行
う
た
め
別
図
の
と
お

り
、
都
市
計
画
区
域
及

び
用
途
地
域
の
一
部
を

変
更
す
る
事
務
を
進
め

て
い
ま
す
。

又
、
次
の
と
お
り
用

途
地
域
の
縦
層
を
屑
な

っ
て
い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
期
間
　
1
1
月
5
日
～

ｎ
月
1
8
日

◇
時
間
　
8
時
3
0
分
～

1
7
時

◇
場
所
　
水
巻
町
役
場

建
設
課

く
わ
し
く
は
役
場
都

市
計
画
係
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

会
　
員
　
を
　
募
　
集

口
は
工
沼
津
ム
げ

（3）

水
巻
町
公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て

発
足
し
た
民
謡
の
会
、
民
謡
若
宮
会
で

は
民
謡
及
び
民
族
舞
踊
の
部
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
若
宮
会
で
は
過
に
一
度
集
っ
て

練
習
を
行
な
い
、
年
に
数
回
近
く
の
老

人
ホ
ー
ム
等
を
慰
問
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
次
の
三
教
室
を
開
い
て
い

ま
す
が
、
近
く
猪
熊
に
も
新
し
く
教
室

を
開
く
予
定
で
す
。
希
望
者
は
気
軽
に

入
会
く
だ
さ
い
。

一
、
町
民
会
館
（
若
宮
会
水
巻
支
部
）

毎
週
月
曜
日
1
9
時
3
0
分
～
2
1
時
3
0
分

二
、
頃
末
公
民
館
（
頃
末
婦
人
会
）

毎
週
日
曜
日
1
9
時
3
0
分
～
2
1
時
3
0
分

三
、
み
ず
ほ
団
地
公
民
館
（
み
ず
ほ
団

地
民
謡
会
）
　
毎
週
金
曜
日

若
宮
会
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は
次

の
方
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

頃
末
　
祝
文
子
（
曾
6
0
1
・
0
2

6
8
）
、
小
寺
カ
ネ
子
（
曾
6
9
1
・

2
6
8
4
）

る
　
週
　
間
目
∪

税
局
、
税
務
署
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事

を
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

年
末
調
整
な
ど
と
も
あ
わ
せ
て
、
こ

の
機
会
に
税
金
に
つ
い
て
の
知
識
を

身
に
つ
け
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。税

金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
若
松
税
務
署
又

は
、
役
場
課
税
係
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

文

文
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戦
傷
病
者
の
た
め
の

補
装
具
支
給
と
巡
回
相
談

8
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県
で
は
、
戦
傷
病
者
の
巡
回
相
談
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
対
象
者

・
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
万
で
、
公
務
上
の
傷
病
に

よ
る
次
の
障
害
の
状
態
が
あ
る
方

の
補
装
具
を
装
着
す
る
必
要
が
あ

る
方

の
更
生
医
療
を
必
要
と
す
る
方

相
談
対
象
者
は
、
当
日
「
戦
傷
病
者

手
帳
」
お
よ
び
「
印
か
ん
」
を
必
ず
持

参
く
だ
さ
い
。

○
相
談
日
時
・
場
所

・
1
1
月
2
8
日
　
1
0
時
～
1
5
時

置

万

市

役

所

2

階

第

1

会

議

室

・
1
1
月
2
9
日
　
1
0
時
～
1
5
時

宗
像
町
役
場
う
ら
公
舎

・

1

2

月

1

0

日

　

1

0

時

～

1

5

時

母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
1
1
月
1
5
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
場
所
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
育
児
指
導
、
身
長
・
体
重
測

定
、
家
族
計
画
相
談
指
導
（
薬
品
、

器
具
も
若
干
準
備
し
て
い
ま
す
）

高
血
圧
教
室

◇

日

時

　

1

1

月

1

5

日

1

3

時

3

0

分

～

1

6

時

◇
場
所
　
遠
賀
保
健
所

◇
対
象
者
一
般
成
人
の
方

◇
内
容
　
食
生
活
指
導

◇
料
金
　
無
料

北
九
州
市
役
所
7
階
7
1
会
議
室

○
義
眼
お
よ
び
眼
鏡
交
付
（
修
理
）
請

求
者
の
相
談

・

1

1

月

2

6

日

　

1

3

時

～

飯
塚
総
合
庁
舎
4
階
大
会
議
室

当
日
は
指
定
時
間
の
3
0
分
前
ま
で
に

会
場
に
到
着
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

十
ｌ
月
の

し
尿
汲
取
予
定
日

十
一
月
の
し
尿
汲
取
日
が
決
ま
り
ま

し
た
。
日
程
に
多
少
の
変
更
は
あ
り
ま

す
が
、
事
前
に
準
備
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。1

日
　
み
ず
ほ
団
地
、
頃
末
、
猪
熊

2
日
　
み
ず
ほ
団
地
、
頃
末
、
猪
熊

5
日
　
み
ず
ほ
団
地
、
宵
ノ
下
、
猪

熊

6
日
　
頃
末
、
高
松
区
、
三
ツ
頭
区

樋
口

7
日
　
頃
末
、
高
松
区
、
三
ツ
頭
区

9

Ｒ

ｌ
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日　目　日　日

樋
口

頃
末
唐
ノ
熊
県
住
、
吉
田
ぬ

め
り
石
、
吉
田
片
山
、
頃
末

、
高
松
区
、
三
ツ
頭
区
、
古

賀
、
う
月

吉
田
車
返
し
、
御
輪
地
、
鯉

口
、
机
、
古
賀

吉
田
垣
添
、
中
央
区
、
頃
末

緑
風
園
、
中
央
区
、
頃
末

下
二
町
住
、
川
端
商
店
街

月
夜
待
田
地
、
吉
田
県
道
筋

302928

日　日　日

鯉
口
区
、
頃
末
、
古
賀
、

鯉
口
区
、
猪
熊
、
樋
口

猪
熊
、
樋
口

机

、
吉
田
大
橋
、
猪
熊

1
5
日
　
猪
熊

1
6
日
　
美
吉
野
団
地
、
松
栄
荘
、
樋

口
、
机

1
8
口
　
上
二
町
住
、
美
吉
野
団
地
、

松
栄
荘

1
9
日
　
吉
田
団
地
、
美
吉
野
団
地
、

22　2120

日　日　日

松
栄
荘

吉
田
団
地
、
梅
ノ
木
区

吉
田
団
地
、
猪
熊
町
住

上
二
、
下
二
、
伊
左
座
、
害

田
本
村
、
古
賀
県
住

2
5
日
　
上
二
、
下
二
、
伊
左
座
、
吉

田
本
村
、
古
賀
区
、
う
月
、

古
賀

2
6
日
　
机
、
古
賀
区
、
梅
ノ
木
区

2
7
日
　
古
賀
区
、
梅
ノ
木
区

5
0
年
版
県
民
手
帳

役
場
に
申
込
み
を

県
で
は
、
お
な
じ
み
の
県
民
手
帳
五

十
年
版
を
刊
行
い
た
し
ま
す
。

こ
の
手
帳
は
情
報
化
時
代
と
い
わ
れ

る
今
日
の
要
請
に
こ
た
え
た
も
の
で
、

日
常
生
活
に
役
立
つ
最
新
の
資
料
を
収

録
し
て
お
り
、
と
く
に
使
い
や
す
く
編

集
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
よ
き
伴
り
ょ
と
し
て
普

通
版
・
大
型
版
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
ま
た
ハ

ン
ド
バ
ッ
グ
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
ま
す

◇
価
額

県
民
手
帳
普
通
版
　
1
8
0
円

大
型
版
　
2
5
0
円

◇
申
込
先

水
巻
町
役
場
　
企
画
開
発
課

．
。
㌧
∵

水道修理の申込みは

水巻町管工事組合へ

「電話601－8333」

町内の水道修理は「管工事組合」で行ないます。各家庭

で水道修理をしなければならないとき直接「管工事組合」

にお電話を－。

福
岡
県
青
年
の
船
‥
団
員
を
募
集

県
で
は
、
青
年
を
「
青
年
の
船
」

「
∵
∴
∴
　
ｎ

一
し
、
訪
問
地
で
は
現
地
青
年
と
の
交

蒜
「
醐
結
紺
紺
齢
監
踊

「

　

　

ｌ

 

ｌ

一

助
長
し
、
た
く
ま
し
い
青
年
の
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

◇
訪
問
国
と
運
航
日
程

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
共
和
国

昭
和
5
0
年
2
月
1
日
～
2
月
1
4
日

◇
資
格日

本
国
籍
を
有
し
、
福
岡
県
内

に
一
年
以
上
居
住
す
る
者
で
、
昭

和
4
9
年
4
月
1
日
現
在
満
2
0
歳
以

上
2
6
歳
未
満
の
男
女
。

◇
募
集
人
員
　
約
3
0
0
名

◇
募
集
期
限
　
1
1
月
1
3
日

◇
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て

は
、
水
巻
町
教
育
委
員
会
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

日　曜　在　宅　医

11月3日　村田医院　内・児科　頃末　691・0745

11月10日　中村医院　内・児科　下二　691・5820

11月17日　有留医院　内・児科　吉田　691・1394

11月24日　長谷川医院　眼科　　樋口　691・1017

診療時間は9時－17時、原則として往診はいたしません。

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
伊
　
藤
衛
門
　
口
　
編
集
　
水
　
巻
　
町
住
民
相
　
談
　
室
　
（
電
話
　
6
0
1
－
か
3
2
1
）

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牢
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
質
　
会
　
社


